
～ 2025年　2月　13日

（対象者数） 22 （回答者数）
22

～ 2025年　2月　13日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
季節折々を感じられる室内装飾や、絵本・玩具などの備品の

さらなる充実を図りたい。

2

季節感や日本の伝統を感じられるような取り組みを増やして

いきたい。

ニーズに沿ったプログラムが実施出来るよう、研修や勉強会

などに参加して情報を活用したい。

3
事業所内だけではなく、他事業所や地域の子どもと関

わることが出来る活動を立案・実施していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者交流会、参観を開催し、保護者様同士の関わり

や相談の場を提供して行けるように検討したい。 親子

（兄弟含む）参加型のイベントを 企画していきたい。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービスGreen

○保護者評価実施期間
2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　２月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

🔶保護者様同士の関わる機会が少ない 保護者様やご兄弟が参加できるイベントがないこと。

🔶活動スペースの広さを生かした解放感とゆとりのある空間

勉強・宿題・読書を行う静の場所と、身体をのびのびと動かせ

るサーキットトレーニングやレクリエーションなどの活動がで

きる動の場所を区切り、子ども自身がスペースの選択ができ

る。

視覚支援を活用して環境をわかりやすくすることで落ち着いて

過ごすことができるように取り組んでいる。

🔶イベントプログラム内容が充実

学校、家庭とは異なる空間で、それぞれの特性に合わせた数字

英語宿題などの学習プログラムから、料理レクや創作イベント

外出など幅広い発達支援を行っている。

🔶幅広い年齢層・特性の持った子ども同士の関わりを職員が

仲介し、相互理解のある、あたたかな雰囲気

色々な特性を持った子、年齢の異なる他児と過ごすことで、日

常生活に必要なスキル等を見て真似しながら習得したり、教え

てもらったりが出来るよう、必要時に職員が仲介して他児との

関わり方を大切にしている。

事業所における自己評価総括表公表


